
■日本語教室の概要について

問１　主催団体

問２　学習者数

【国籍】

中国 1,026人 29.4% 　

ベトナム 299人 8.6%

フィリピン 245人 7.0%

韓国 78人 2.2%

ブラジル 40人 1.1%

ネパール 351人 10.1%

ペルー 27人 0.8%

タイ 41人 1.2%

台湾 88人 2.5%

インドネシア 165人 4.7%

その他 1,127人 32.3%

総数 3,487人

【属性・仕事】

小中学生以下 487人 14.3%

高校生・学生 368人 10.8%

社会人等 1,922人 56.5%

その他 627人 18.4%

総数 3,404人

問３　スタッフ数

【人数】

日本語学習スタッフ 1,287人

　A：日本語教育に関する専門講座を修了した者

　　　（大学、スクール、通信教育など） 148人 11.5%

　B：日本語教育能力検定試験に合格した者 67人 5.2%

　C：その他 594人 46.2%

　不明 478人

【年代】

１０代 22人 1.8%

２０代・３０代 67人 5.5%

４０代・５０代 272人 22.3%

６０代以上 857人 70.4%

総数 1,218人

令和７年度　外国人住民の日本語学習に関する調査（日本語教室の運営に関する調査）

※回答数　７５団体

市町村

16%

国際交流協会

16%

民間団体・ボラン

ティアグループ

59%

個人

1%

NPO法人

3% その他

5%

※複数の団体で主催している教室があるため、合計は教室数と一致しない。



■日本語教室の運営・活動内容について

問４　日本語教室を設置した目的（複数回答可）

 問５　運営資金確保の方法（複数回答可）

 問６　活動資金の支出（複数回答可）
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問７　直近３年程度の学習者数の傾向や教室への受入について１つお答えください。 

問８ 日本語学習について、特に重視して取り組んでいるものは何ですか。１つお答えください。

■教室の実施体制と日本語指導スタッフのスキルアップ等について

問９ 現在の日本語学習スタッフの充足状況について１つお答えください。

問１０ 直近３年程度の新しい日本語学習スタッフの加入状況について１つお答えください。

問１１ 日本語学習スタッフのスキルアップのために有益と思われるものを１つお答えください。
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年少者の日本語学習
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8% スタッフの人数は十分に足りている

人数は足りているが、高いスキルや十分な経験を持つスタッフが不足している

人数が不足しているので、希望者がいれば積極的に受け入れたい

その他
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新しいスタッフが加入し、継続して活動している

新しいスタッフが加入したが、活動は継続していない（辞

めてしまった等）

新しいスタッフは加入していない

その他
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4% スタッフ研修用の教材、マニュアル

行政又は国際交流協会が実施する研修の受講

民間団体等が実施する日本語教師養成講座や日本語教育能力検定試験等の受講・受験

他団体等（他日本語教室、大学、日本語学校、専門家等）との連携

その他



問１２ 日本語学習スタッフを対象とした研修について特に必要と考えられることについて３つまでお答えください。

問１３ 日本語学習スタッフの研修受講歴についてお答えください。（複数回答可）

問１４ どのような教材を使用していますか。（複数回答可）

問１５ オンラインでの学習活動について１つお答えください。
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その他



問１６ 教室の運営などで、困っていることはありますか。３つまでお答えください。

■今後について

 問１７　今後の教室の目標を３つまでお答えください。

《１番重要と思われるもの》

問１８　今後、日本語教室が担っていく役割で重要と思われるものは何ですか。重要と思われる順に番号１

～３をつけてください。
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《２番目に重要と思われるもの》

《３番目に重要と思われるもの》

《４番目に重要と思われるもの》

問１９　今後、地域の日本語教室について、行政に期待することは何ですか。３つまでお答えください。
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問２０　外国人の日本語学習の充実に必要と思われることは何ですか。３つまでお答えください。
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